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A 班 余力の創出 ◆保全工数の低減 （ご協力： 衡）工務部 設備課）

石川社長はじめ、取締役、各領域長、各工場長に１年間の訓練の成果として、卒業研究課題の報告を行いました。
本年度のテーマは、「余力の創出」、「東北貢献」、「先進技術」 の３テーマです。

◆ 卒業研究課題 役員報告会 ２月２６日（水） １３：００ ～ １４：４０
    

B 班 東北貢献 ◆TMEJの「ものづくり」を広く知ってもらう （ご協力： TPS推進部 広報部 ）

C 班 未来へ向けて行動する ◆先進技術 （ご協力： TPS推進部  AI 推進 G 組立研鑽）

ありがとうございました！完成！

■R・S

今まで学んできた知識や技能を使い、
仲間と協力して作り上げる事の楽しさ
を知ることが出来ました。この気持ち
を忘れずに今後も頑張っていきます！

■M・W

初めて使う機器やプログラム言語
に慣れるまで時間がかかり作業に
遅れが生じてしまい、計画を立て
ることの難しさを学びました。
またメンバーとの情報共有の大切
さを実感しました。

レギュレータ監視センサ製作

制御盤 冷却装置の製作

バラ取りデモ機の製作

AGV自動運転に挑戦
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ボデー設備係 （定量保全作業：清掃・増締め・交換・調整・給油）

今回、初めての試みとなる配属前研修として【現場保全体験実習】を行いました。これは学園生が現場環境に近い状況で保全作業や
故障調査を肌で体験し、教育現場と生産現場のギャップを少しでも減らす事を目的としています。
衡）工務部設備課 第２ボデー設備係と塗装化成設備係の学園卒業生の先輩が自身の体験談を交えながら、指導して頂きました。

◆ 配属前研修 現場保全体験実習 ２月２２日（土） ８：００ ～ １７：００
    

化成設備係 （トラブルシューティング：装置に不具合を仕込み、時間内に調査復旧させる
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ボデー設備係の皆さん

塗装化成設備係の皆さん
１７名が４班に分かれて午前と午後
入れ替え、それぞれ体験実習する

全体朝礼に参加しタッチアンドコール実施 O TL より作業の急所など説明H課長より安全についてと激励 清掃・増締め作業では基本である設備の清掃作業を主に学びました

慎重に大きいロボットを操作 出てきたグリスをウエスで拭き取る コツを分かりやすく説明していただく

全体朝礼に参加し安全に作業する意識を高める W組長より安全についての説明 C先輩から工程・設備の説明 異常内容、トラブル内容を確認！

まずは自力で調査して不具合を発見できるか！ C先輩にアドバイスを頂くもありました 現場と同じようにデカビラに時系列を記入
ありがとうございました！
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